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もぎたての梨はおいしいよ！

二十世紀梨の原樹（昭和16 年撮影）

「松 戸」 は 二十 世 紀梨 の原 産地

二十世紀梨の苗は明治21 年 、市内

大橋に住む、当時13 歳の松戸覚之助

少年がごみ溜めに生えていたのを偶

然見つけたのが始まりです。そのみ

ずみずしい風味により 、明治末には

新しい品種として全国に広がりまし

たＯ

その後、梨は松戸の特産品となり

ました。現在の人気品種の多＜は 、

二十世紀梨を品種改良して生まれた

ものですＯ

梨は現在、鳥取県 、茨城県、長野

県などでもたくさん作られています。

二十世紀梨の原樹は国の天然記念

物に指定されていましたが、戦災に

より焼失し 、今は焼け残った一部が

市立博物館に展示されています。

第1回シティー・ミニコンサード

日

時
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月
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日
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午
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Ｏ

時
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～
Ｏ

時
4
5分

会
場
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市
役

所

一
階
通

路

内

容
・：
黒

岩
大
二

さ

ん

（
バ
イ
オ

リ
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、
黒
岩
春

生
さ
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チ

ェ
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、
徳
川
真
弓

さ

ん
（
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）
に
よ
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ア
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」

ほ

か
を
演
奏

費
用
…
無
料

※
生

の
演
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を
お
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さ
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と

一
緒
に

お
楽

し
み

く
だ

さ

い
。
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案内図

高塚地区

松戸駅西口から京成バス「市立東松戸病院行き」で、

東部スポーツパーク前から終点までの各停留所下車、ま

たは「梨香台団地行き」で終点下車。 JR武蔵野線・北総

開発鉄道東松戸駅または秋山駅下車

圜石橋*5392 ―9134 (高代園）、岡田S392 ―6480 (隆園）

石橋≪5392―4724 (高紋園）、渡来c392 ―6471 (R 園）

秋の味覚、梨の季節がやってきました。

市内4 地区にある観光梨園がオープンしま

す。

今年もみずみずしい梨がたわわに実ってい

ます。あなたも梨のもぎとりを体験してみま

せんか。

暦商工観光課観光係登366-7327

開園期間
8月中旬～

10 月中旬

五香・金ケ作地区

新京成電鉄常盤平・五香・元

山の各駅下車。五香駅からは新

京成バス「小新山行き」で金ケ

作入口下車のバス便あり

圃真嶋0387-1019  (真嶋園）

石川Q387-3458  (石川園）

真嶋Q387-3281  (吉乃園）

六実地区

東武野田線六実駅下車

崑野口登387-6639  (野口農園）

川上登386-8562  (川上梨園）

串崎地区

新京成電鉄くぬぎ山駅下車、

または北総開発鉄道大町駅下車

圜三浦登387-3097  (三.浦園）

梨の品種と

価格品
種
幸水
多
摩

豊
水 菊水

新
星
ド 新

高
新興

時
期 8月中旬

8月下旬から

9月下旬

９月下旬から

10月中旬

WI 550 円(もぎとりの場合は600円になります)
(時期は気象条件により多少前後することがあります)

会 場…健康増進センター

対象…3 ヵ 月以内に健康増進⊃一スを受けて

その結果､ コレステロールまたは中性

脂肪値が高めの人（内服者は除≪）

定員…先着30 人

費用…各400円（調理実習時）

※健康増進コースは今からでも受けられます。

惠8 月16 日 ㈲ 午前9 時 から直接または電 話

で、健康増進センター容368-1814 へ

観
光
梨
園
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

ご
家
族
で
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か

食べて治す検査値の注意信号
(コレステロール・中性脂肪値が高めの人の食事)

日 時 内 容

9/ 9困

午前9時30分

～午後1Bf3Q分

・コレステロール、中性脂肪値が高いとなぜ悪い

・生活で下げる工夫、食事の自己チェック

・調理実習（食品の選び方と食事量の把握）

10/21困

午前10時

～午後1時

・改善した例に学ぶ

・調理実習（たっぷり取ろう食物繊維）

12/ 2附

午前9時

～正午

・血液検査

・善玉コレステロールを増やすための運動

9(木)

午前10時

～正午

・検査結果

・今後も続けるために

8/15



プロムナード北松戸で
初めての防災訓練

今年の １月に自治

会を結成し た「プロ

ムナード北松戸」は 、

ワ月４日に初めての

防災訓練を行い まし

た。

高層マンションに

約600 世 帯2,000 人

が 生活し てい ます。

「大所帯 の高層マ

ンションだからこそ 、

訓練を通じ て、いざ

という ときに皆が助

け合えるようにした

い」と自治会長の塚

田功一さんは話して

いまし た。

はしご車も出動して訓練が行われ

ました
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圜
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３
時

会
場
小
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ン
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ッ
チ
ワ

ー
ク
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千
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奥
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生

け
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週
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龠
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橋
朿
市
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セ
ン
タ
ー
　
内
容

会

員

募

集

都
合
に
よ
り
会

場
等
は
変
更
に

な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す

生

け
花
ど

フ
ラ

ワ

ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン

ト
費
用
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二
千
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入
会
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な
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材
料
費
別
）

醫
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・
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0
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民

謡

合

唱

団

コ

ア

ラ

毎
月
第
一
・
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土
曜
日
午
後
７
時

～

９
時

会
場
ハ

ケ
崎
市

民
セ

ン
タ

１
　
費
用
月
八
百
円
（
入
会
金
な
し
）

圜
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3
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・
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風

の

道

俳

句

の

会

毎

月
第

三
土

曜
日
午

後

１
時

～
４

時

会
場

馬
橋
東

市
民

セ
ン

タ
ー

費
用
月
肖
千
円
（
入
会
金
な
し
）

黷

小
関

登
匐
・
8
1
6
3

県大会で最優秀賞を受賞した操法演技

小金

原発
連
日
の
よ
う
に
消
防
訓
練

セ
ン
タ
ー
で
訓
練
を
行
っ
て

き
た
大
金
平

方
益

隊

第
二
十
分
団
（
鈴

木

正
年

分
団

長
）

と
ハ

ケ
崎
方

面

隊

第
十
四
分

団
（
成
嶋

兀
安
分

団
長
）
は

東
葛

飾
支

部

（
九
市

二
町

）

を
代
表

し
て

、
７
月
2
7
日

、
第
三

十
五

回
千

葉
県

消
防

操
法
大

会
に

出
場

。

第
二

十
分

団

は

ポ
ン

プ
車

操
法

の

部
で

、
第
十

四
分

団

は
小

型

ポ
ン

プ

操
法

の
部

で
県
下

十
支

部

の
代

表

と

操
法

演
技

を
競

い
、
見

事
両
分

団

と

も
最

優
秀

賞
を
受

賞
し

ま
し

た
。

ま

た
、
個

人

の
部
に

お

い
て
も
三

人

が
最
優
秀

賞

に
輝
く

と

い
う

初

め

て

の
快
挙

を
な
し

遂

げ
、
松

戸
市

消

防
団

の
威
信

を

高
め
ま

し
た

。

八ヶ崎１丁目福寿台町会夏祭り
勇
壮
な
太
鼓
の
音
に
合
わ
せ
て
踊

り
ま
す

日時…8月21日仕)・22日臼各午後6時30 分から

会場…八光台児童公園( 北部市場前)

和太鼓とたる太鼓を勇壮に打ち鳴らし､ また、

歌にのリ楽しく踊ります。今年の太鼓は、子ど

もたちのほか、お母さんたちも力[]わっで披露さ

れます。

｢祭りが近づき、週1[O]の太鼓の練習にも熱

が入ってきました。ぜひ､ 遊びに来てください｣

と伊藤昭三町会長は話します。

[暦伊藤公3∠囗-130ﾜ
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時
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月
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千
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）
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・
6
1
3
7

若
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会

（
表

千

家

茶
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毎
週
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曜
日

午

後
１
時

～
５

時

会
場
馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用
月

三

千
円

（
入
会

金

な
し
、

水
屋

料
六

百
円

）

醫

倉
澤
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7
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地
元
消
防
団
が
県
操
法
大
会
で

最
優
秀
賞
を
二
部
門
受
賞

小
金
原
で
盛
り
上
が
ろ
う

二
つ
の
夏
祭
り

※身近な情報をお寄せください。

小金原9丁目町会夏祭り
お
年
寄
り
や
子
ど
も
、
み
ん
な
で

楽
し
く
踊
り
ま
す

日時…8 月20日廊・21 日出各午後7時から

会場…ひばり公園（新京成バス東若芝バス停

から徒歩３分）

毎年、幅広い年齢層の人たちが参加し 、楽し

んでいます。特に町会の老人会は 、毎週 、踊り

の教室を開＜熱の入れようです。

「模擬店も充実していて 、だれもが楽しめま

すよ」と荒川六郎町会長。

皆さんも一緒に踊ってみませんか。

［醴荒川昔3∠13-4656

そこ退け、そこ退け、みこしが通る

夏

の
暑

さ

を

吹

き

飛

ば
す
「
こ
ど
も
み
こ
し
」

７
月
1
4
日

、
子

ど
も
た

ち

が
い
な

せ

な
は

っ

ぴ
姿

で

、
手

作

り

の
み
こ

し

を
担

い
で
小

金
城

址
商

店
街

を
練

び
歩
き

ま
し
た

。

毎

年

７
月
中

旬

に
行

わ
れ

る
小

金

北

保
育
所

の
夏

祭

り
で

の
ひ
と

こ
ま

で
す
。「
が
ん

ば
れ
１

、
そ

れ
、
ワ

ッ

シ
ョ
イ
」

と
商

店
街

の
人

や
買

い
物

客

、
道
行

く
人

た

ち
か
ら

声
を

掛
け

ら

れ

る
と
、
子

ど

も
た
ち

の
威

勢
も

増
し

て

い
き
ま

す

。

子
ど

も
た

ち
は

「
お
も

し

ろ
か

っ

た
。
ま

た

や
っ
て

み
た

い
」
と

大
満

足

で
し

た

。

事 件 や 事 故 の 被 害 者 等 の た め の相

談 窓 口 を 設 置 し て い ま す

千葉県警各警察署では、各種被害相談

や精神的悩みなどの相談に応じています。

罰松戸警察署0369 ―0110 、松戸東警察

署0349-0110

窓口 名称 内 容

警察総合相談センタ

公043 －22ワー9110

各種犯罪や事故の被

害相談

※毎週木曜日午前９

時～午後４時には、

専門カウンセラー

による犯罪被害者

カウンセリングを

行っています。

女性被害110 番

き043 －223 －0110

女性からの被害相談、

困リごと、悩みごと

相談

女性相談所（鉄道警

察隊）

蘭0120 －048224

電車内における痴漢

等女性犯罪被害者相

談

暴力団被害相談（財

暴力団追放県民会議）

公043-254-8930

暴力団による被害の

相談

ヤングテレホン

酋043 －225 －ﾜ86ﾜ

少年に関する困りご

と相談

新浜袴線 橋が工 事の ため全面通行

止めになります

松戸柏線の竹ヶ花地先新浜袴線橋の床

版取替工事のため、下記のとおり終日全

面通行止めになります。ご協力をお願い

します。

期間8月23日㈲～9月15日竕

L間千葉県東葛飾土木事務所S364-5136

オスト メイト （人 工肛 門 ・人工 ぼ う

こ う造設 者）社会 適応 訓練講 習会

8月28 日出正午～午後4時　 会場我孫子

市民会館(00471-84-3311) 内 容補装

具相談・講演テーマ「ウロストメイトの

最近の話題」「骨粗しょう症の予防と乳製

品の知識」　対象県内のオストメイトと

その家族　費用無料

問咄日本オストミー協会千葉県支部事務

局0047 ―452 ―6433  (月・火・金曜日の

み）

さわや かなタ クシ ーの乗務 員さん を

推 薦して くだ さい

千葉県では、さわやかハートちば県民

運動の一つとして、親切なタクシー乗務

員を推薦していただく「さわやかタクシ

ー運動」を行います。

募集期間9 月1 日圉～10 月31 日（日） 推薦

方法タクシー車内の推薦ハガキに必要事

項を記入して郵送してください

鬩東葛飾支庁総務課県民センター0365

－3008

９月 定 例 市 議 会 を 開催

平成11 年松戸市議会9 月定例会は、9月

2日休)から21日㈹まで開催される予定です。

請願・陳情は、8 月24 日㈹午後5 時まで

に提出してください。

※傍聴される際は、日程をあらかじめ確

認してください。

蜀市議会事務局議事課Q366-7382

期 日 会議予定 主な内容

9/2困 招集日・本会議 議案説明

旆

本会議 一般質問
哘
7㈹

衂
9く木）
常任委員会 議案等の審査

10銜

1朗）

決算審査特別委

員会

平成10 年度各会

計決算認定審査

14㈲

16 休）

17 窗

21 ㈹ 本会議 議案等の決議

蚰

心

工事個所およびう回路

小

金

発

小金

原
馬橋支所

版

小金 支所

小金原支所

馬橋支所

馬

橋

発



※身近な情報をお寄せください。

心
の
豊
か
さ
を
求
め
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
に
大
勢
が
参
加

真剣に講演を聴く参加者

東
部

地
区

社

会
福

祉
協
議

会

は
、

７
月
2
0
日
、
「
素
敵
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

催

し

物

シ

ョ

ー
ト

テ

ニ

ス
教

室

９
月
1
1
日
～
1
2
月
1
1
日
の
第
二
・

四
土
曜
日

〔
全
七
回
〕
Ａ
コ
ー
ス
＝

午
前
９
時
～
1
0時
1
5分
、
Ｂ
コ
ー
ス

＝
午
前
1
0
時
1
5
分
～
1
1
時
3
0
分
会

場
栗
ケ
沢
小
学
校

対
象
五
歳
～
小

学
五
年
生
　
定
員
各
四
十
人
　
費
用

四
千
円
（
保
険
料
を
含
む
）

匣
８
月
3
1日
天

〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
俣
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
・
希
望
コ
ー
ス
を
記
入

し
て
、
一
二
Ｊ
卜
0
0
2
1

松
戸
市
小

金
原
二
の
二
〇
の
二
四
千
葉
県
テ
ニ

ス
協
会
ジ
ュ
ニ
ア
委
員
会
・
飯
島
徳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
～
本
当
の
豊
か
さ
を

求
め
て
」
と
題
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

基
礎
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
地
域

の
人
た
ち
約
七
十
人

が
参
加
。
福
祉

問
題
研
究
家
・
平
沢
文
彦
氏
が
「
簡

単
に
で
き
る
こ
と
で
も
、
そ
れ
を
必

要
と
す
る
人
が
い
る
。
自
分
を
必
要

と
す
る
人
が
い
る
こ
と
で
感
じ
る
充

足
が
、
心
の
豊
か
さ
に
つ
な
が
り
ま

す
」
と
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

参

加
者
の
多
く
の
人
が
「
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
探
し
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

子

（
昔
3
4
4
・
3
2
3
2

）
ヘ

ス

テ
ン

ド
グ

ラ

ス

ー
日

体

験

９
月
1
8日
出
午
後
１
時
～
４
時

侖
瑁

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
別
館

内
容
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
ミ
ニ
ラ
ン

プ
を
作
る
　
定
員
先
着
十
人
　
費
用

三
千
円

（
材
料
費
）

惠
電
話
で
中
村

容
沺
・
1
5
2
1

へ

会

員

募

集

都
合
に
よ
り
会

場
等
は
変
更
に

な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す

Ｖ

Ｆ

Ｏ
　（
バ

ド
ミ

ン

ト

ン

）

毎
週
一
回
（
金

・
土
・
日
曜
日
、

祝
日
の
い
ず
れ
か
）
午
後
７
時
～
９

時
会
場
常
盤
平
体
育
館
対
象
五

常盤

平発
目
の
不
自
由
な
人
に

温
か
な
声

が
届
き
ま
す

昭
和
4
7年
に
結
成
さ
れ
、
目
の
不

自
由
な
人
た
ち
に
市
の
広
報
紙
等
を

読
ん
で
聴
か
せ
る
活
動
を
行
っ
て
い

る
朗
読
奉
仕
会
。
現
在
、
七
十
九
人

の
会
員

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
在

常盤平団地自治会夏祭り

録音されたテープの声は、とても温

かくやさしいもの

ぼ
く
も
祭
り
を
楽
し
ん
で
る
よ

十
歳
以
上
の
経
験
者
　
費
用
年
一
万

円
（
入
会
金
な
し
）

籍
し
て

い
ま

す
。

月
三

回
発
行

さ

れ
る

「
広
報
ま

つ

ど
」
を

ふ
れ

あ

い
2
2
（
健

康
福
祉
会

館

）
で

、
毎

週
の
よ

う
に

テ
ー

プ
に

録
音
し

、
目

の
不
自

由
な
人

た
ち

に

届

け
て

い
ま

す
。
必
要

と

す
る
情

報

を
だ

れ
も

が
得
ら

れ
る
よ
う

に
、
会

員

は
そ

れ

ぞ
れ
に
忙

し

い
中

、
時

間

を

つ
く

り
活

動
し

て

い
ま

す
。

「
私

た
ち

の
活
動

が
、
目

の
不

目

由
な
人

に
少

し
で
も

役
立

て

ば
う

れ

し

い
」

と
大

網
久
子

会
長

は
話
し

て

い
ま
し

た

。

醫

朗
読

奉
仕

会

・
大

網

昔
3
6
8
・
９

１

Ｅ　毎年夏休み最後の土 一日曜日に開催さ

：れる常盤平団地自治会夏祭り。同団地に

Ｅ住む約5,000 世帯１万人もの人たちが楽

：し みにしているお祭りです。39 回目とな

：る今年の夏祭りには、地元商店会等から

日80 張りの提灯が寄付されました。

：　｢ 明る＜楽しいお祭りです。皆さんお

越しください｣ と自治会役員は話します。

：日時8 月28 日出・29 日(日)各午後ﾜ時から

: 会場金ヶ作公園グラウンド

[間常盤平団地自治会S388-936ﾜ

ダ
ン
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
2
1（
ジ
ャ

ズ
ダ
ン
ス
）

圜
磯
野

昔
3
4
1
・
7
7
3
4

健

康

体

操

ま
つ

ひ

毎
週
火
曜
日
午
前
1
0時
～
Ｈ
時

誚

分

会
場
松
飛
台
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象
女
性
　
費
用
月
千
五
百
円
（
入

会
金
千
円
）

頽
田
辺

昔
3
8
6
・
0
5
4
2

カ

ー
ナ

ニ

ー
フ

ラ

・
ハ

ケ

崎

月
三
回
水
曜
日
午
後
１
時
～
５
時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　内
容
モ

ダ
ン

・
古
典
・
楽
器
類
・
ケ
ー
キ
フ
ラ

費
用
月
三
千
五
百
円
（
入
会
金
三
千

円
）
醫
斉
藤
公
3
4
5
・
5
9
3
9

毎
週
金
曜
日
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　対
象
成
人
女

性
（
初
級
～
中
級
程
度
）
　
費
用
月

六
千
円

（
入
会
金
三
千
円
）

※
第

∵

三
火
曜
日
コ
ー
ス
あ
り

圜
浦
部

昔
3
6
2
・
3
9
7
3

わ

か

ば

社
交

ダ

ン

ス

サ

ー
ク

ル

毎
週
日
曜
日
午
後
６
時
～
８
時

会
場
五
香
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
プ

ロ
ｃ

級
の
講
師
に
よ
る
レ
ッ
ス
ン

対
象
多
少
経
験
の
あ
る
人
　
費
用
月

三
千
円

（
入
会
金
千
円
）

醫

戸
谷

昔
誣
・
1
5
2
1

（
夜
間
の

み
）

フ

囗

Ｉ

レ

ー
ジ

ュ

ニ

ア

テ

ニ

ス

ス

ポ

ー

ツ

少

年

団

毎

週
日
曜

日
午

前
８

時
～
1
0
時

会
場
金
ケ
作
公
園
庭
球
場
対
象
小

学
三
～
六
年
生

費

用
年
七
千
円
（
入

会
金

・
保

険
料

を
含
む

）

匣
８

月

３
日

㈲

午
前
８

時
ｊ
９

時

の

間
に

直
接

会
場

で

醫

谷

音
3
8
5
・
9
3
4
2

ス

イ

ン

グ

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル
（
社

交

ダ

ン

ス

）

月

三
回

（
不

定
期
）

午
後

３
時

～

７
時

会

場
常

盤
平

体

育
館

対
象

中
級

程
度

の

カ
ッ

プ
ル
で
参

加
で

き

る
人
費
用
月
三
千
五
百
円
（
入
会

金
千

円
）

圜

勝
田

容
翦
・
0
6
2
2

松

飛

台

社

交

ダ

ン

ス

研

究

会

毎

週
木

曜
日

午
後

７
時
～

８
時
5
0

分
会
場
常
盤
平
体
育
館
対
象
基

礎

を
身

に

つ
け

た

い
人
（
男
性

歓
迎

）

費
用
月
四
千
円
（
入
会
金
な
し
）

醫

浅
原

音
3
8
8・
1
9
2
1

奥

様

生

け

花

会

毎
週
火

曜
日

午
前
1
0一
時

～
正

午

会
場

五
香
市

民

セ
ン

タ
ー
　

内

容
生

け

花
と

フ
ラ

ワ

ー
ア
レ
ン

ジ

メ
ン
ト

費
用
月
二
千
五
百
円
（
入
会
金
な
し
、

材

料
費

別
）

翠

水
田

音
3
8
5・
7
0
2
9

松

戸

生

活

文

化

協

会

毎
月

第

丁

三
金

曜
日

午
前
1
0一
時

～

午
後

３
時

会
場

常
盤
平

市
民

セ

ン

タ
ー
　

内

容
手
あ

み

・
パ
ッ
チ

ワ

ー
ク

ギ
ル

ド
作

品
制

作

春
用

月
二

千

五
百
円

（
入

会
金

千
三
百

円
）

嚮
安

達

音
3
4
3・
6
8
9
8

硬

式

テ

ニ

ス

サ

ー

ク

ル

毎
週

日
曜
日

午

後
１
時

～
４

時

会

場
東

部
ス

ポ
ー

ツ
パ

ー
ク
ほ

か

対

象
十

六
歳
以

上
四

十
歳
ぐ

ら

い
ま

で
の

ゲ
ー

ム
の
で

き
る
人

（
女

性
歓

迎
）
　

会

費
年
二
千
円

（
入

会
金
千

円

、
別

途
コ

ー
ト
代

実
費

）

匿

八
木
ａ

巧

・
2
8
0
4

（
午

後
７

東松戸病院眼科外来 の休診

休診日8月24日㈹～26日休)

[閲市立東松戸病院総務課医事係≪391-

5500

日本大学松戸歯学部 オープ ンセミ

ナ ー（あなたのお囗は大丈央 ？）

8月25日㈲①午前10時～正午②正午～

午後4時　会場日本大学松戸歯学部　内

容①歯学部教授・山本浩嗣氏の講演「口

腔がんについて」②体験コーナーほか

鸚日本大学松戸歯学部病理25360 - 9334

高齢者保 健福祉計 画( 第 二次) お よび

介 護保 険事業計画策 定委 員会を開催

8月23 日(月)午後1 時30 分 から　会場市役

所新館7 階大会議室

※傍聴できます。議題等はお問い合わせ

ください。

[間介護保険準備室S366-7370

市 立 学 校 適 正 規 模 等 検 討 委員 会 を

開 催

8月23 日(月)午 後3時 から　会場京葉ガス

Ｆ松戸ビル５階会議室　 議題学校の適正

規模等について

※傍聴できます。

罰教育委員会企画調整室3366-7455

音楽の広場 （合唱講座）

8月24日㈹午後1時30分～3時30分　会

場市民劇場　費用無料

圃当日会場で

問矢切公民館0368-1214

水 郷 小 見 川 少 年 自然 の 家 「 カ ヌ ー

教室 ～ わ れら壮 年 チ ャレ ンジ ャ ー」

９月６日㈲・13 日 ㈲・24 日廊 〔全3 回〕

各午前９時30 分 から　会場県立水郷小見

川少年自然の家（千葉県香取郡小見川町）

内容カヌーの基礎からツーリングまで

対象おおむね50歳以上の人　定員先着20

人　費用3,500 円 （昼食代・保険料等）

圉電話で県立水郷小見川少年自然の家昔

0478-82-1343 へ

｢ 福祉のしご と就 職フェアin ちば｣

開催

千葉県福祉人材センターでは、社会福

祉施設等へ就職を希望する人を対象にフ

ェアを開催します。

各施設の職員による個別面談等を行い

ますので、仕事の内容や疑問点等につい

てお気軽にご相談ください。

9月４日出午後o時30分～3時30分　会場

幕張メッセ国際会議場2 階コンベンショ

ンホール( 千葉市)

陲]当日会場で

[閲千葉県福祉人材センターS043-248-

1294

創業や異業種進 出のため の人材確

保に助成金

個人の開業、新しい会社の設立、現在

行っている事業とは異なる業種へ進出す

る事業部門の設立等に伴い労働者を雇い

入れる場合、賃金の2分の1が支給される

などの助成金制度があります。ぜひご活

用ください。

内容①中小企業雇用創出人材確保助成

金②受給資格者創業特別助成金③中小企

業雇用創出雇用管理助成金④中小企業雇

用創出等能力開発給付金

[問雇用促進事業団千葉雇用促進センター

雇用改善部門S043  -248-7766

労災職業病なんでも 相談会

①8月28日出②9月25日出各午後1時～

４時　会場①船橋市中央公民館②千葉中

央コミュニティーセンター（千葉市）

対応者弁護士・社会保険労務士・ソーシ

ャルワーカーなど　費用無料

惠当日会場で

鬩千葉中央法律事務所0043-225-4567

生涯学習ボランティア交流会

９月11日出午後1 時～12日(日)午前11時

(1泊2日) 会場県立流山青年の家　内容

講演会・分散会・交流会・体験発表など

対象高校生以上の人　定員先着100 人

持ち物筆記用具・宿泊用品・保険証など

費用3,000円(食事代・保険料等)

問県立流山青年の家≫0471 -59-2004

常盤平

東

部

発

常盤

平発

時
3
0
分
～
９
時
）

六実

東部支所

版

常盤平支所

六実支所

東部支所



栗山消防団

北
総
線
矢
切
駅

※身近な情報をお寄せください。

渡
し
舟
が
展
示
さ
れ
る

北総線矢切駅に設置された渡し舟

８
月
５
日
、
北
総
線
矢
切
駅
で
「
矢

切

の
渡
し

舟
」

の
引

き
継

ぎ
式

が
行

わ

れ
ま
し

た

。

こ

の
舟

は

昭
和
2
9
年
に

製

造
さ

れ

た

、
全
長

九

・

二

戸

、
幅

∇

九

六

气

重

さ

八
百

ご
の
木

造
船

。

一

昨

年
ま

で
現

役
で
活

躍
し

て

い
た
も

の
が
、
船

頭

の
杉

浦
正

雄

さ

ん
か
ら

市

に
寄

贈
さ

れ
ま
し

た
。

矢
切

駅
の

コ
ン

コ

ー
ス
に

常
設
展

示

さ

れ
、
利
用

者

の
目

を
楽
し

ま
せ

て

く

れ
る
こ
と

で
し

ょ
う

。

夏季特別訓練大会に出場

暑い夜、ビールで乾杯

え
る
心
　

感
動
の
祭
典

坂

川

清

流

灯

篭

ま

つ

矢切ビールまつり

地域の安全のため、日々訓練を続ける団員の皆さん

栗山地区は、一時期、消防団がな＜松戸市と市川市境の防

災面に不安がある地域でした。

町会長の渡辺孝さん、二十世紀が丘方面隊長の平川さんや

地元の皆さんの協力で平成9年12 月に第34分団第2班として8

人の消防団員で再発足しました。

できたでの消防団でしたが、昼夜の訓練を実施し、ﾜ月24

日消防訓練センターで行われた夏季特別訓練大会に出場しま

した
Ｏ初
出場でしたが、先輩分団の迫力に圧倒されることな

＜堂々と健闘。

出場した団員たちは「次回の大会には、入賞を目指して頑

張ります」と誓い合っていました。

大会を見学した町会長は「新しい消防団ですが、地域住民

の安全のために活躍する頼もしい消防団に育ってもらいたい」

と話していました。

いい

坂
川

、
新

坂
川

の
清

流
復

活
と

地
域

の
活

性
を

願

っ

て

、
「
坂
川

清
流
灯

篭
ま

つ
り
」

が
開

催

さ
れ
ま

す
。

恒

例

の

「
浅

草

サ
ン

バ
」

に
加

え

、
今

年

は

「
阿

波

踊

り
」

も
行

わ
れ
ま

す
。

皆

さ
ん
も

一
緒
に

踊
り

ま
せ

ん
か

。

っ
て
日
時
…
８
月
Ｓ
日
出
・
2
9
日
㈲
午
前
1
0
一
時
～
午
後
９
時

願
3
0
分
〔
小
雨
決
行
〕

一`

会
場
…
Ｊ

Ｒ
馬

橋
駅
西
ロ

メ
ー
ン
ス

ト
リ

ー
ト

丶丶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
こ
し

腫

主

な
イ
ベ

ン
ト
…
2
8
日

＝
神
輿
・
阿

波
踊

り
、
2
9日

＝
神

漸

輿

・
浅
草
サ

ン

バ
・
坂
川

清
流
灯

篭
踊

り
な

ど

‐坂
川
踊
り
の
練
習
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

①
阿

波
踊

り
・：
８
月
1
6
日

側
午

後
７

時

～
９

時

②
坂
川

清
流
灯
篭
踊
り
・
：
８
月
2
3
日
丱
午
後
７
時
～
９
時
　
会

場
①
②
と
も
、
馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー
三
階
ホ
ー
ル

黯

坂
川

清

流
灯

篭
ま

っ

り
実
行

委

員
会

・
高
橋

昔
3
4
3
・

（
χ

）（
８

０

（
８

多くの家族連れでにぎわいました

8月４日 ・５日の2 日 間にわたリ「矢

切ビールまつリ」が行われました。

このまつりは、地元の下矢切商和会

と北総開発鉄道が地域交流を目的に始

めたもので、今年で5 回目。

４日は「川口日出男＆ニューセッシ

ョン」による「ウオーターメロンマン」

「オール オブ ミー」などが演奏さ れ、

また5 日には岩間哲也さんの津軽三味

線 、林田博幸さんの和太鼓が披露され

ました。

集まった人たちは 、音楽に耳を傾け

ながら、思い思いに真夏の夜を楽しん

でいました。

坂
川
灯
ろ
う
流
し

ます色とりどりの灯ろうが静かに流れ

坂

川

の
清

流

復
活

を
願

っ
て

、

灯

ろ
う
流
し

が
行

わ

れ
ま
す

。

灯

ろ
う

は
、

会
員

の
手

作

り
で

和

紙

や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル

な

ど
も
利

用
し

て

い
ま

す

。

夏

の
風

物
詩

と
し

て
お
楽
し

み

く

だ
さ

い
。

日

時
・：
８
月
2
1
日

出
午

後
７

時
か

ら

〔
雨
天

の
場

合
は
翌
日

〕

会

場
…
栄
町

四
丁

目
地

先

（
栄
橋

周

辺
）

問
坂

川

に
清
流

を
取
り

戻
す

会

・

秋

山

公
郛一
・
9
3
3
7

女

声

合

唱
団

ミ

ス

テ

ィ

ブ

ル

ー

毎
週
木
曜
日
午
前
1
0時
～
午
後
１

時
　
会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ

ど
　
内
容
ア
カ
ペ
ラ
・
宗
教
曲
・
カ

ー
ペ
ン
タ
ー
ズ
ほ
か
　
費
用
月
四
千

円
（
入
会
金
千
円
）

願
酒
井

音
3
4
5
・
1
3
9
7

7
ン

サ
ン

ブ

ル

ー
フ

囗

上

フ

毎
週
金
曜
日
午
前
1
0時
3
0分
～
午

後
１
時

会
場
市
民
会
館

費
用
月

四
千
円
（
入
会
金
千
円
）

醫
梅
木

登
習
・
9
8
7
8

社
交

ダ

ン

ス

ベ

ー
シ

ッ

ク
会

毎
週
火
曜
日
午
後
２
時
～
４
時

会
場
明
市
民
セ
ン
タ
ー
　
対
象
多
少

経
験
の
あ
る
人
　
費
用
月
二
千
五
百

円

（
入
会
金
千
円
）

圜
井
上
容
3
4
4
・
0
6
5
5

桜

彫
会

毎
月
第

∇

二

こ
二
水
曜
日
正
午

～
午
後
３
時
　

会
場
市
民
会
館
　
内

容
盆

・
帽
子
掛
け

・
鏡
・
色
紙
掛
け

な
ど
を
作
成
　

費
用
月
二
千
五
百
円

（
入
会
金
千
円
・
材
料
費
別
）

圃
桂
木

雲
3
6
2
・
9
6
1
2

木

目

込
人

形

和

光

会

毎
月
三

回
月
・
火
曜
日
午
後
１
時

～
４
時
　

会
場
講
師
宅
（
仲
井
町

）

内
容
木
目
込
人
形

の
製
作
　
費
用
月

三
千
円

（
入
会
金
二
千
円
）

醫
瀬
嵐

容
3
6
7
・
7
8
0
0

松

戸

ペ
ン

習
字

サ

ー
ク

ル

毎
月
第
二
・
四
水
曜
日
午
後
６
時

3
0
分
～
８
時
丿
分
会
場
市
民
会
館

費
用
月
千
五
百
円

（
入
会
金
千
五
百

円
）
圜
木
村
公
匐
・
0
1
9
8

松

戸

健

走

会

毎
週
日
曜
日
・
祝
日
午
前
７
時
～

９
時
（
Ｈ
月
～
３
月
ま
で
は
午
前
８

時
～
1
0時
）
運
動
公
園
武
道
館
前
集

合
対
象
高
校
生
以
上
の
健
康
な
人

費
用
年
六
千
円
（
入
会
金
な
し
）

醒
小
柳
公
3
6
2
・
5
3
7
5

水

金

会

卓
球

ク

ラ

ブ

毎
週
水
・
金
曜
日
午
前
９
時
～
午

後
１
時

会
場
運
動
公
園
卓
球
室

対
象

家
庭
婦
人
　

費
用
月
千
五
百
円

（
入
会
金
二
千
円
）

醫
入
江

登
3
6
5
・
7
0
8
9

松

戸

女

子

体
操

ク
ラ

ブ

水
金

会

毎
週
金
曜
日
午
前
９
時
3
0分
～
Ｈ

時

会
場
運
動
公
園
小
体
育
室

対

象
女
性
　
費
用
月
二
千
五
百
円
（
入

会
金
千
円
）

圜
服
部

昔
3
6
5
・
0
3
6
2

す

み

れ
フ

ォ

ー

ク

ダ
ン

ス
同

好

会
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
～
３
時

会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー・
　
対
象

多
少
経
験
の
あ
る
人
　
費
用
月
八
百

円

（
入
会
金
千
円
）

梵
北
條
登
3
4
5
・
4
0
1
2

社
交

ダ

ン

ス

サ

ー

ク
ル

松

踏

会

毎
週
火
曜
日
午
後
５
時
～
９
時

会
場
市
民
会
館
　
対
象
初
級
・
初
心

者
　
費
用
三
千
円
（
入
会
金
千
円
）

鵞
小
室
公
3
6
3
・
3
5
2
4

松

戸
児

童

合

唱

団

毎
月
第
一
・
三
・
四
土
曜
日
午
後

２
時
～
３
時

・
会
場
市
民
会
館

対

象
幼
稚
園
～
小
学
二
年
生
ま
で
の
親

子
費
用
二
千
円
（
入
会
金
二
千
円
）

醫
寺
島

昔
3
8
4
・
5
9
3
9

舞
フ

ラ

イ
デ

ー
（
社
交

ダ
ン

ス
）

毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
～
９
時

会
場
明
市
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
稔
台

市
民
セ
ン
タ
ー
　
対
象
多
少
経
験
の

あ
る
人
　
費
用
月
三
千
円

（
入
会
金

千
円
）

圜
大
森
公
3
6
1
・
0
9
7
0

月

影

会

（
日

本

画

サ

ー
ク

ル
）

毎
月
第

丁

三
土
曜
日
午
前
1
0時

～
正
午

会
場
勤
労
会
館

費
用
月

五
千
五
百
円

（
入
会
金
な
し
）

※
初
心
者
歓
迎

鵞
樋
口

昔
3
6
7
・
8
5
8
9

北

部

空

手

会

毎
週
日
曜
日
午
前
９
時
3
0分
～
正

午

会
場
北
部
小
学
校
体
育
館

費

用
千
円
（
入
会
金
千
円
）

圜
草
間

昔
3
6
1
・
7
5
0
8

実

践

話
し

方

研

究

会

毎
月
第
二
・
四
木
曜
日
午
後
７
時

～
９
時

会
場
市
民
会
館

内
容
人

前
で
話
す
と
き
あ
が
る
人
・
話
を
組

み
立
て
ら
れ
な
い
人
な
ど
口
下
手
な

人
を
人
前

で
話
せ
る
よ
う

に
す
る

費
用
月
五
百
円
（
入
会
金
五
百
円
）

圜
花
江
S
3
6
0
・
6
6
8
5

催
し
物

9
9
原
爆
パ
ネ
ル
展
と
平
和
の
つ

ど

い８
月
2
8
日

出
正
午

～
午

後
３

時
3
0

分

会

場
新
松

戸
市

民

セ
ン

タ
ー

ホ

ー
ル
　

内
容
平

和

ア
ニ

メ

「
み

い
ち

ゃ

ん

の
て

の
ひ

ら

」
「
ヒ

ロ

シ

マ

の

え

の
き
」

の
上
映

、
折
り

鶴
コ

ー
ナ

１
・
ほ
か
　
費
用
無
料

肩
東

葛

市
民

生
協

タ
ン

ポ

ポ
わ
た

げ

の
会

・
滝
沢

公
3
4
1
・
8
6
7
8

大

人

の

オ

イ

リ

ュ

ト

ミ

ー

体

験

講

座９
月
1
4
囗
㈹
午

後
７

時
3
0分

～

９

時

会
場
天

神
庵

薪

松
戸
）
　

内

容
音
楽

や
言

葉
に

合
わ
せ

て
体

を
動

か
す
　
費
用
二
千
円

用
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・
氏
名
・

電

話
番

号
を

記
入

し

て

、
一１‐
2
7
0
－
0

0
3
4

新

松
戸
七

の
七

サ

ン
ラ
イ

ト

パ
ス
ト
ラ
ル
五
番
街
Ｂ
1
0
4
新
松
戸
シ

ュ

タ
イ
ナ

ー
を
学
ぶ
会

・
岩
測
薫
（
豊

3
4
1
・
3
5
6
2

）
　ヘ

シ

ョ

ー

ト

テ

ニ

ス

教

室

９
月
1
1
日
～
1
2
月

Ｈ
日

の
第
一
∵

四

土
曜
日

〔
全

七
回
〕
ｃ

コ

ー

ス

＝

午

後
１
時

～

２
時
1
5分

、
Ｄ

コ

ー
ス

＝
午
後

２
時
1
5
分
～

３
時
3
0
分

会

場

和
名

ケ
谷
小

学
校

対

象
五
歳

～

小

学
五
年

生

定
員

各
四
十

人

費

用
四

千
円

（
保
険

料
を

含
む
）

圃

８
月
3
1
日
天

〔
必

着
〕

ま

で

に

、

往

復
（

ガ
キ

に
住
所

・
氏
名

・
年

齢

・
電
話
番

号

・
希
望

コ

ー
ス
を
記

入

し

て

、

干
2
7
0
1
0
0
2
1松

戸
市

小

金

原
二

の
二
〇

の
二

四
千

葉
県

テ

ニ

ス
協
会

ジ
ュ

ニ
ア
委

員
会

・
飯
島

徳

子

（
豊
3
4
4・
3
2
3
2

）

へ

会

員

募

集

本庁

矢切

発

本庁

発

新松

戸
矢切支所

版

体庁(市役所地域振興課・広報課

新松戸支

所
矢切支所

矢切

発

新松

戸発矢切

発

坂川清流復活を願って

※
都
合
に
よ
り
会
場
等
は
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
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